
松島町松島町松島町

予想津波浸水域予想津波浸水域予想津波浸水域

役場役場役場

松島湾松島湾松島湾

松島中宮城県宮城県宮城県
松島町松島町松島町

仙台市仙台市仙台市

中学生の力で地域の防災力の底上げを
高
齢
者
宅
を
訪
ね
て

室
内
の
安
全
を
点
検

大
人
た
ち
と
連
携
し
て
家
具
の

固
定
な
ど
災
害
対
策
を
行
う

ガラスが
割れたら
危ないなあ

地震の後
ドアが開くかな

本棚が倒れ
ないか心配だ

棚の上の荷物が
落ちてきそう

飛散防止
シートを
貼っておけば
台風でも安心

本棚は枕から遠ざけて
固定し、本の落下防止ベルト

も付けよう

ドアの
近くのものは
移動しよう

監修　減災・復興支援機構 イラスト　さとうあけみ

■

む
す
び
塾
に
参
加
し
て
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宮
城
・
松
島
中

●大人に任せない 災害時にどう

行動するか全校で話し合い、災害が

起きたら、避難所

ボランティアとし

て大人任せにせ

ず、スムーズに活

動できるようにし

たい。中学生の視

点で危険箇所を調

べ、クラス単位で

ハザードマップを作るのも面白い。

‖３年・尾口誠さん

●震災経験伝える 震災時に家の

中のほとんどの家具が倒れた経験か

ら、家具を固定し

たり棚の扉が開か

ないようにしたり

している。2012年

に生まれた弟は震

災を知らない。家

庭内でも震災の経

験を伝えていくこ

とが大切だと思う。

‖３年・大
だい

宮
ぐう

司
じ

煌
こう

貴
き

さん

●互いに意識向上 震災時、仙台

市中野小の教師だった父から、津波

の怖さを教わっ

た。町の防災セン

ターには震災を学

べる映像もある。

学んだことを自分

の言葉で小学生に

伝えれば「私たち

も頑張ろう」と互

いの防災意識が高まると思う。

‖３年・桜井沙
さ

霧
ぎり

さん

●紙に避難先メモ 持ち出し袋に

筆記用具とメモ帳を入れておこうと

思う。家族がそろ

っていない状況

で、指定避難所に

危険が迫り、他の

場所に移る場合も

ある。新たな避難

先を紙に書いて貼

っておけば、後か

ら来た家族に居場所を伝えられる。

‖３年・井上椛
もみじ

さん

●小さい子を世話 財布に家族の

連絡先を書いた紙を入れ、携帯電話

が使えなくても連

絡できるようにし

たい。震災で避難

した時、中高生に

遊んでもらい、う

れしかった。災害

が起きた時、自分

も小さい子の面倒

を見られるようになろうと思った。

‖２年・土井七
な

桜
お

さん

●運べる重さ計算 自分で持ち運

ぶことを考え、持ち出し袋の中身を

学校の指定かばん

と同程度の重さに

なるように計算し

た。食料はそのま

ま食べられるチョ

コバーやあめを持

つ。救急セットや

手回し式の懐中電

灯、携帯ラジオもあると便利だ。

‖２年・桜井美
み

月
づき

さん

●強風対策万全に 昨年 月の台

風 号は風が強く、自宅の窓ガラス

が壊れないか心配

だった。テレビ番

組で台風で飛んだ

石が窓ガラスを割

る映像を見た。強

風時はカーテンを

閉め、窓ガラスが

割れても室内に飛

ばないようにしている。

‖２年・佐々木音
おと

佳
か

さん

●普段の備え大切 昨年 月の台

風 号で学校に避難した。食料を少

し備蓄していたの

で、自宅から持ち

出せた。災害は突

然起きるため、普

段から備えておく

ことが大切。どこ

の避難所に行くの

か事前にハザード

マップで確認しておく必要もある。

‖２年・笹
ささ

城
き

戸
ど

寛太さん

※松島町防災マップより

む
す
び
塾

河
北
新
報
社
は
９
月
８
日
、
通
算

回
目
の
巡
回
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
む
す
び
塾
」
を
宮
城
県
松
島
町
の
松

島
中
で
開
い
た
。
町
独
自
の
防
災
学
習
に
取
り
組
む
中

学
生
が
、
東
日
本
大
震
災
や
昨
年
の
台
風

号
な
ど
の

自
然
災
害
を
念
頭
に
、
今
後
の
備
え
を
専
門
家
と
話
し

合
い
、
自
ら
行
動
す
る
大
切
さ
を
確
認
し
た
。

教訓を生かし積極行動

＠宮城・松島中

過去の被災体験を共有し、避難の課題について意見を交わした
‖９月８日、宮城県松島町の松島中

持ち出し袋を作るポイントを学ぶ生徒たち

開
催
時
に
生
徒
会
役
員
だ
っ
た

３
、
２
年
生
８
人
と
、
東
北
大
災

害
科
学
国
際
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
講
師
の
保
田
真
理
さ
ん

が

助
言
者
と
し
て
参
加
し
た
。

生
徒
は
災
害
時
持
ち
出
し
袋
の

リ
ス
ト
を
作
り
、
選
ん
だ
防
災
グ

ッ
ズ
と
そ
の
理
由
を
説
明
。
「
祖

父
母
が
重
い
物
を
持
た
な
い
よ
う

水
は
自
分
が
持
つ
」
「
親
戚
の
幼

児
の
分
の
備
蓄
品
も
用
意
す
る
」

な
ど
実
践
的
な
発
言
が
相
次
い

だ

保
田
さ
ん
は

被
災
時
の
行
動

を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い

て
頼
も
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

台
風

号
で
は
町
内
を
流
れ
る

吉
田
川
、
田
中
川
の
流
域
に
避
難

勧
告
が
出
さ
れ
、
住
宅
被
害
や
道

路
の
冠
水
が
あ
っ
た
。
生
徒
た
ち

は
「
断
水
の
大
変
さ
を
実
感
し
た
」

「
震
災
時
に
役
立
っ
た
キ
ャ
ン
プ

用
品
が
、
雨
に
ぬ
れ
て
使
え
な
か

っ
た
」
な
ど
と
教
訓
を
挙
げ
た
。

今
年
の
７
月
豪
雨
で
は
町
道
が

崩
落
。
道
路
の
近
く
に
住
む
２
年

桜
井
美
月
さ
ん

は
「
台
風

号
で
は
、
避
難
所
に
幼
い
い
と
こ

を
連
れ
て
い
く
と
他
の
人
に
迷
惑

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
。
今
回

は
危
険
が
迫
り
、
た
め
ら
わ
ず
に

命
を
優
先
す
る
こ
と
が
大
事
と
分

か
っ
た
」
と
打
ち
明
け
た
。

保
田
さ
ん
は
避
難
の
判
断
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
説
明
し
た
上
で

「
実
際
に
避
難
す
る
と
何
よ
り
の

訓
練
に
な
る
。
避
難
路
の
確
認
も

で
き
る
」
と
積
極
的
な
行
動
を
呼

び
掛
け
た
。

生
徒
た
ち
は
震
災
を
覚
え
て
い

る
最
後
の
世
代
で
も
あ
る
。
２
年

佐
々
木
音
佳
さ
ん

は
「
保
育

園
の
昼
寝
時
間
に
地
震
が
起
き
、

布
団
を
か
ぶ
っ
て
落
下
物
を
避
け

た
」
と
証
言
。
３
年
尾
口
誠
さ
ん

は「
塩
釜
市
で
地
震
に
遭
い
、

避
難
し
た
高
台
で
津
波
を
見
た
」

と
振
り
返
っ
た
。

同
校
は
、
町
が
進
め
る
「
ま
つ

し
ま
防
災
学
」
の
一
環
で
２
０
０

５
年
か
ら
防
災
学
習
に
力
を
入

れ
、
生
徒
が
出
身
小
学
校
で
防
災

を
教
え
る
出
前
授
業
な
ど
を
実
践

し
て
い
る
。

防
災
学
習
の
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
「
出
前
授
業
な
ど
を
通
じ
、

震
災
を
知
ら
な
い
世
代
に
経
験
を

伝
え
る
こ
と
が
大
事
」
と
３
年
大

宮
司
煌
貴
さ
ん

。
３
年
桜
井

沙
霧
さ
ん

は
「
中
学
生
が
進

ん
で
活
動
す
る
こ
と
が
、
地
域
の

安
全
に
つ
な
が
る
」
と
語
っ
た
。

保
田
さ
ん
は「
高
齢
に
な
る
と
、

思
う
よ
う
に
体
が
動
か
な
く
な

る
。
お
年
寄
り
に
不
安
な
ど
を
聞

き
、
一
緒
に
家
具
の
転
倒
防
止
の

点
検
な
ど
を
し
て
は
ど
う
か
」
と

提
案
し
た
。
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⊃

災害時のリーダー育成 出前授業後輩に活動継承
出
身
の
小
学
校
を
訪
ね
、
防
災
の
出
前
授
業
を

す
る
松
島
中
の
生
徒
た
ち

‖
２
０
１
９
年
７
月
２
日
、
松
島
一
小

松
島
中
は
２
０
０
５
年
か
ら
、
町
独
自
の

防
災
教
育
「
ま
つ
し
ま
防
災
学
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
中
学
生
の
防
災
意
識
を
高
め
て

災
害
へ
の
備
え
を
促
し
、
災
害
発
生
時
に
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
の
が
狙
い
。

年
度
か
ら
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
東

北
福
祉
大
の
共
催
で
、
１
年
生
が
ク
イ
ズ
や

か
る
た
を
通
し
て
防
災
、
減
災
の
基
礎
知
識

を
学
ぶ
ほ
か
、
静
脈
血
栓
塞

そ
く

栓
せ
ん

症
（
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
）
の
予
防
体
操
を
体
験

し
て
い
る
。

１
年
生
は
そ
の
後
、
出
身
の
小
学
校
を
訪

れ
、
自
分
た
ち
が
大
学
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と

を
小
学
３
、
４
年
生
に
教
え
る
出
前
授
業
を

実
施
。
生
徒
は
指
導
す
る
立
場
で
防
災
へ
の

理
解
を
深
め
、
児
童
た
ち
に
防
災
活
動
の
バ

ト
ン
を
引
き
継
ぐ
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

２
年
生
は
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
使
い
方
を
は
じ
め
と
す
る
救
急
救
命

を
学
習
し
、
３
年
生
は
土
の
う
作
り
と
テ
ン

ト
設
営
に
挑
戦
す
る
。

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
、
出
前
授
業
の
実
施
を
見
送

っ
た
。

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と

す
る
自
然
災
害
の
被
災
体
験
を

振
り
返
り
、
防
災
の
教
訓
や
課

題
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
町

内
会
や
学
校
、
職
場
な
ど
少
人

数
の
集
ま
り
が
対
象
で
す
。
開

催
費
用
は
無
料
。
随
時
、
開
催

希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

連
絡
先
は
河
北
新
報
社
防
災
・

教
育
室
０
２
２
（
２
１
１
）
１

５
９
１
。
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■

助
言
者
か
ら

持ち出し袋には、新型コロナウイルス

感染予防のマスクやアルコール消毒液も

加えてほしい。食べ物は非常用の食品に

限らず、普段食べているレトルト食品や

乾物など日常的なものがお薦め。食べ慣

れている方が安心だし、食べた分を補充

すれば循環備蓄になる。

家族ばらばらに避難した場合に備え、

あらかじめ落ち合う場所を決めてほし

い。避難路も事前に確認し、最短ルート

が危険なら迂
う

回
かい

を。高齢者は移動に時間

がかかる。避難開始のタイミングは警報

を待つのではなく、家族で判断できるよ

うにしておこう。

避難路や集合場所確認
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ 東北大災害科学国際研究所講師 保田真理さん

(８)２０２０年(令和２年)１０月１１日(日曜日) (８)２０２０年(令和２年)１０月１１日(日曜日)


